
1．緒　　言

近年，多くの工業製品はその性能のみならず，外観の見栄え
（テクスチャ）と同時に視覚や触覚等も加味した機能の設計（高
付加価値）が重要視されている1）。高付加価値を有する製品に
は，人間の勘や閃き，感性など定量化しにくい設計因子が数
多く含まれている2）。従来のテクスチャに関する研究では，感
覚量による評価がほとんどであり3-5），定量的な評価の多くは，
物理的に凹凸形状を評価している6-10）。著者らはこれまでに表
面性状を定量的に伝達する際の評価指標として，表面粗さ，光
沢度および表面色の3因子を組み合わせた評価指標を提案して
いる11-23）。
本研究では，透明なアクリル樹脂板における視覚のテクス
チャの設計指標について検討するため，表面の算術平均高さSa
が約1.0 μm以下となる微小凹凸領域を対象として，表面の凹
凸が視覚のテクスチャに与える影響について調べた。前報23）

では，透過率およびヘーズと相関の高い三次元表面性状パラ
メータが二乗平均平方根傾斜Sdqであることを示した。そこで，
本報では，試験片表面に投射圧力を変化させてショットブラス
ト加工を行い，種々の表面粗さを片面または両面にそれぞれ付
与し，前報の結果と比較を行った。
まず，アクリル樹脂表面の凹凸形状を定量化するため，面領
域の評価が可能な三次元表面性状パラメータ24）について検討
した。次に，各三次元表面性状パラメータが視覚のテクスチャ

を構成する因子のうち透過率，ヘーズおよび光沢度に与える影
響について調査した。これらの結果を基に，微小凹凸が付与さ
れた透明なアクリル樹脂板における視覚のテクスチャ評価指標
について検討した。

2．実験方法

2.1　試験片の作製
試験片材料は透明なアクリル樹脂板（住友化学㈱製）とし，

試験片形状は70×70 mm2の正方形，板厚は5 mmとした。試
験片表面には任意の凹凸を付与するため，片面および両面に
ショットブラスト加工を施した。ショットブラスト加工で使用
するメディアはガラスビーズとした。ガラスビーズの投射量と
吹付圧力を任意に変化させ，算術平均高さSaが0.1～1.2 μmの
範囲で段階的に変化するよう凹凸加工を施した。なお，両面に
加工する際，表面と裏面の加工条件は同一とした。
2.2　測定方法
表面性状の測定には，超精密非接触三次元表面性状測定機

Talysurf CCI-MP（Taylor Hobson製）を用いた。測定方式は白
色光干渉方式である。面空間分解能は0.3～5.4 μm，高さ方向
の分解能は10 pmで微細な粗さを高精度に測定することができ
た。倍率は20倍とし，Mirau方式を用いた。測定面積は0.865× 
0.865 mm2，画素数は1048×1048とし，三次元表面性状パラメー
タの値を算出する際の面積は測定面積中央部の0.81×0.81 mm2

とした。三次元表面性状パラメータの値は，ISO 25178-2で定
義されている高さパラメータ，空間パラメータおよび複合パラ
メータを用いた。
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要　　　　旨

透明なアクリル樹脂板を試験片材料として取り上げ，表面の凹凸形状が透過率，ヘーズおよび光沢度に与える影響を実験的に調査
した。アクリル樹脂板の表面には球状のガラスビーズを用いたショットブラスト加工により，その投射圧力を変化させて種々の表面
粗さを片面および両面にそれぞれ付与した。表面性状の特徴を三次元表面性状パラメータにより総合的に評価した。その結果，算術
平均高さの値が増加するに従い，ヘーズの値は増加し，光沢度の値は減少した。また，ショットブラスト加工を片面および両面に施
した試験片間で，全光線透過率の低下の傾向とヘーズの増加の傾向が異なっていた。さらに，ショットブラスト加工面からの測定と
未加工面からの測定はヘーズの値にほぼ影響を及ぼさないが，光沢度の値に大きく影響することを実験により示した。すなわち，光
沢度の値を変えずにヘーズの値のみを調整可能な加工方法を提示した。
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【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/

292

技術論文
J. Jpn. Soc. Colour Mater., 92〔10〕，292–298（2019）

© 2019 Journal of the Japan Society of Colour Material －8－


